




【用意するもの】

【用意するもの】
●塩ビパイプ…外径25mm程度、長さ2mのもの2本
●ネット…網目寸法10cm角程度の農業用ネット。幅約2m。長さは張る場所に応じて適当に。
●結束タイ…電気工事用の比較的大きいもの。
●杭…園芸用のもの。長さ30～40cm程度のプラスチック製のものが安価で丈夫。

●庭に地植えする場合は、2m幅で3株くらい（植え付け間隔は50～60cm）。
●プランターの場合は、60ℓプランターで2株（植え付け間隔は30～40cm）。
　※5月から6月初旬までは、防風・低温対策が必要です。

※ゴーヤのカーテンが完成するとかなりの重量になるので、ネッ
トの固定はできるだけ強固にしておいたほうが安全です。
※ゴーヤの生育のため、ネットと壁（あるいは窓）との距離を1m
ほど空けておいたほうがよいでしょう。

【ネットの張り方】

【ネットの張り方】
●ネットの上端と下端をそれぞれ塩ビパイプに巻き付け、結束タイで締め付けます。
●ネットの上端に固定した塩ビパイプを、ベランダや軒下に固定します。
●ネットを歪みなく張り、下端に固定した塩ビパイプの数カ所に荷造りテープなどを結びつけ、地面
に打ち込んだ園芸用の杭で固定します。

プランターを置く場所がコンクリートなど杭を打ち込めない場合、プランターの下にネットを巻き込む
のも一つの方法です。
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❸苗を植えましょう! ❹ネットを張りましょう!❸苗を植えましょう! ❹ネットを張りましょう!
つるが伸びてきたら、ネットにからませます。ネットは10cm角目の園芸用ネットがお勧め。この
ネットをしっかり張り、風で揺れないようにすることが良好な生育には必要です。そのための補強
材として園芸用支柱やロープなどを補強材として使うのもいいでしょう。

種から育てて苗が本
葉3～4枚くらいに
なった頃、5月中旬
以降に、前項の「土
を作りましょう」で
作った土に植え込み
ます。各苗は30～
50cm程度あけな
がら植えるといいで
しょう。（地域によっ
ては、防風・低温対
策が必要です）。本
葉が大きくなってき
たら、朝夕たっぷり
水をあげましょう。
雨水や米のとぎ汁を
使うと環境にも良い
です。

植え込み 防風・低温対策植え込み 防風・低温対策

プランターに
ビニールの

防風・低温対策の
カバーをつける

株元に棒を
突き刺して

ネットとつないで、
ツルを誘引する

5月中旬以降に
育苗容器から
植え込みます。

【5月～6月上旬】 【5月～6月上旬】

庭の土で植え込み

プランターで植え込み

グリーンカーテンの効果と実用例
●グリーンカーテンは、部屋に差し込
んでくる陽射しを大幅にさえぎって室
内の温度上昇を防いでくれます。ま
た、葉を通してくる光はとても柔らか
く、やすらぎや癒しをもたらしてくれ
ます。
●夏の陽射しが当たる壁やサッシは
40～50℃を超えるような高温になり、
周囲の温度も上昇します。グリーンカ
ーテンは、壁や地面のなどの温度上昇
を抑え、暑さを和らげてくれます。

本葉3～4枚で
植え込み
本葉3～4枚で
植え込み

家庭でも 職場でも

▲下端の固定（地面の場合） ▲上端の固定（軒下の場合） ▲上端の固定（ベランダの
　手すりの場合）

●材料を組み合わせて自作するなら、庭の土で植え込む場合と同様。
●簡単に済ませるなら、市販されている支柱とネットのセットを購入する方法があります。

生育段階に合わせた水やりを生育段階に合わせた水やりを
●植え込み後1ヶ月くらいまでは、土の表面が乾いたらたっぷり水やりをします（プランターの場合は底から
　水が出るくらい）。  ※この時期に水をやりすぎると根が十分に張らず、乾燥や暑さに弱くなります。
●気温が高くなってきたら朝か夕方の1日1回、夏季は毎日朝夕に十分に水やりをします。下葉が黄色っぽい
　ときは、水やり不足の場合が多いです。  ※昼間の暑いときに水やりをしないように注意してください。



●一つの苗で３～４本ほどに分枝させ、ネットに扇
状に誘導すると、横に大きく広がって、カーテン状
になります。

摘芯せずにほっておくと、上にまっ
すぐ伸びてしまい、葉の間が大きく
空いてカーテン状になりません。上
に伸びようとするツルの先端をカッ
トして横に這わせていくと葉が密に
なり、ツルの途中から分岐して、ネ
ット一面に葉が茂るようになります。
毎日の手入れが必要です。

摘芯しなくても、いっぱい植えれば横もカバーでき
るのでは?

一つの苗につき土は20～30ℓ必要なので、無理し
ていっぱい植えると根詰まりしてしまい、どの苗も
大きくなれません。

05 06

❺ツルを手入れしましょう! ❻追肥しましょう!❺ツルを手入れしましょう! ❻追肥しましょう!

❼受粉をさせましょう!

❽収穫できます!

❼受粉をさせましょう!

❽収穫できます!

ゴーヤは生育が旺盛です。元肥だけでは不足してきますので、生育にあわせて追肥が必要です。

植えつけてから30日以降になると、花をつけます。花は雄花と雌花の2種類です。黄色い花で、
ほのかに甘酸っぱい香りがします。初めのうち雄花が先に咲いて、あとから雌花が付いてきます。
低温時と30℃を超えるときは、生育が遅くなりツルがのびなくて雌花も付きにくいです。花は一
日でしぼみますので、朝のうちに雄花を摘んで雌花のめしべに受粉させると確実に実がなります。

受粉後、15～20日でゴーヤの収穫ができます。青い実のときに収穫しましょう！ 実の先が薄黄色
になり始めたら、食用としては熟しすぎです。こうなると全体が黄色く柔らかくなり、間もなく実
が裂けて中から真っ赤な種が顔をだします。収穫時期を見極めるのは難しいですが、実の成長が
とまり表面の粒々が大きくはっきりした頃が適当なようです。

ゴーヤをグリーンカーテンに仕立てるには、ゴーヤの特性である育成温度が20℃～30℃くらい
であることと、カーテンに仕立てるための摘芯と、分枝したツルを横に這わせることが大切です。
ツルがネットに上手く巻きついていない時は、ビニールひもなどでネットに結んで助けてあげま
しょう。また、葉が茂ってきたら適度に葉をカットして風通しを良くします。

グリーンカーテンへ仕立てるグリーンカーテンへ仕立てる

【6月～9月上旬】

【6月～9月上旬】

【7月～10月上旬】

【5月中旬～6月中旬】

4月　　　5月　　　6月　　　7月　　　8月　　　9月　　  10月

4月　　　5月　　　6月　　　7月　　　8月　　　9月　　  10月

追肥
液体肥料
液体肥料は、植え付けてから間もない幼苗時期に適します。
追肥
固形肥料（化成）
固形肥料（化成）は、花が付くころからに適します。月に２回程度、1株に10gくらい与えます。

疑問・質問?

Q
A

◀▲雌花
根元は小さいゴーヤ
の形をしています。

▲全体に黄色く
なって熟した実。
破裂して赤い種
がでてきます。

◀▲雄花
おしべだけがあり
ます。

▲食べ頃のゴー
ヤ。実の先が薄
黄色になる前に
収穫しましょう。

●植え付けして、本葉6～ 7枚になったら、その先
端の芽を摘みます（摘芯）。こうすることで、強いわ
き芽がでます（分枝）。

このくらいから
毎日、ツルを横に
 誘引します。


